
令和元年近畿大学土木会役員会 議事録 
 

日 時 ： 令和元年１０月５日（土）１５時から１５時半 

場 所 ： 近畿大学ＢＬＯＳＳＯＭ ＣａＦＥ（ブロッサム カフェ）３階ルームＢ 

 

 野田土木会会長より、ご挨拶後議案審議に入る。 

１．活動報告（平成３０年１０月～令和元年９月）を野田土木会会長より報告 

  ・平成３０年１０月 ６日  役員会・キャリア支援講演・交流会開催 

               （交流会出席者：会員７０名 先生７＋退任された先生４名 

学生２２名） 

  ・平成３１年 １月    ４年生への土木会入会案内 

（卒業予定者８３名に対し入会７１名、院卒者２名は平成 

２９年に入会済） 

 

                現４年生ですが、３年生時に土木会入会案内       

（対象者７６名に対し入会４５名が入会、残りの生徒につい

 ては順次入会していただくようお願いをする。) 

  ・平成３１年 ３月     平成３０年度の名簿を発行（送付） 

  ・平成３１年 ３月２３日 卒業式にて卒業生への祝辞（野田土木会会長） 

  ・令和 元 年 ５月１８日 三役会開催（内容についてはホームページに掲載しておりま

す。） 

 

２．会計報告を柳原准教授（会計）より報告 

  平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日における会計報告 

  ・土木会積立金 定額貯金    ２，８００，０００円 

  ・収入の部 

       入会金          ２３１，０００円 

       交流会会費        ３９１，０００円 

       寄付金          ７０３，０００円 

       名簿販売         ５３１，０００円 

       利息            ９６，６７５円 

       小計         １，９５２，６７５円 



       前年度繰越金       ９９６，６４６円 

       合計         ２，９４９，３２１円 

 

  ・支出の部 

       交流会費         ２７０，０００円 

       会議費            ２，２８０円 

       アルバイト代        ９７，８５０円 

       郵送費          ３９２，２３３円 

       合計           ７６２，３６３円 

 

次年度繰越金     ２，１８６，９５８円 

 

  令和元年６月１８日三役会にて、平成３０年度会計の報告を行い承認された旨の報告がな

された。 

  補足説明で野田会長より、アルバイト代は学生に名簿発送等の作業をやっていただいいた

アルバイト代であり、寄付金が多かったことで会計も助かったものである。 

  会計報告についての質疑では、入会金の内訳についてご質問があり、柳原准教授より一人 

３，０００円×７７人分である旨の説明がなされる。 

  野田会長より、入会金が３，０００円の是非はあるが、学生さんのこともあり据え置いて

いる。土木会の収入も入会金×１００人前後と云うことで、年間３０万円程の収入で大変厳

しい現状である旨の報告がなされる。 

  ここで、１号及び２号議案について役員会の決をとり、承認をいただく。 

  本日役員会は９０名に対して、出席者数１９名、委任状４０名の５９名で過半数であるこ

とから成立する旨の報告がなされる。 

 

３．今後の土木会の活動について、野田会長より報告 

  １）学生を対象とした見学会を開催。 

    １２月７日 京都府城陽市の新名神高速道路の橋梁下部工工事（奥村組土木工業㈱） 

 



  ２）名簿の活用。 

    土木会の名簿に関しては、ゼミの同窓会等のために名簿が必要な場合、土木会に、用

目的および責任者名等を明記の上、申請していただければ、必要な事項を配布いたし

ます。 

（例：現在、中野会において久武先生のゼミと共同で同窓会を計画中、また、谷平先

生のゼミにおいても同窓会を計画中でその案内送付の連絡先に土木会名簿を使用。） 

なお、その際、連絡先の更新があった会員が判明した場合には、土木会に連絡をもら

うことにより、名簿の信頼性を高めていきたいと考えている。 

また、名簿の外部への委託（理工学部会では既に行われている）についても、調査を

行っていきたいと考えている。 

 

４．役員改選、野田会長より報告 

 土木会規約では役員の任期は２年となっているため、本年が役員改選の年となるため、

役員改選の手続きを行います。 

顧問の森脇氏（Ｓ４３年卒）、役員の松下氏（Ｓ３２年卒）は今回の改正で退任される 

意向でお聞きしており、役員８８名でこれからの役員についてご審議をお願いする。 

また、役員が平成２５年卒までしか選任されていませんので、それ以降の卒業生からも 

役員を選出していただけるよう役員会に提案する。 

  この件について、役員会の決をとり、承認をいただく。 

 

５．その他について、東山教授（副会長）より報告 

１）土木会通信について 

    ７月末に土木会のホームページにアップしておりますので、ご覧下さい。 

    今回は卒業生の２名の近況報告と、この４月より着任された中島助教の記事を掲載し 

ています。 

今後も卒業生２名程の近況報告をいただきたいなと思っております。 

 

２）土木会規約の内容の検討について（野田会長より） 

  私が土木会会長になった経過は、当時の会長・副会長が突然辞めると云うことになり 



  書記をしておった私が会長となったが、今後土木会を続けていくにあたり、若い方に 

  今の三役会以外にも入ってもらい、引き継ぎながら土木会の活動を継続したいと考 

えている。 

今の規約では会長・副会長・書記・会計で三役会を７名で構成しており、顧問が２ 

名でしたが、若い方が構成員になれるよう三役会の中身を変えていきたいと考えて 

いる。 

そのためには規約の改正が必要となるので、三役会にて規約の内容の検討を行い、次 

回の役員会に土木会規約の改正案を提出したい。 

若い方の意見も取り入れたいし、名簿発行のあり方も検討したいと云う思いがある。 

     

ここまで件について、役員会の決をとり、承認をいただく。 

 

以上 

 


